
第
１
分
科
会（
総
務
常
任
委
員
会
所
管
）

第
1
分
科
会
長　

加
藤
　
智
章

第
２
分
科
会
（
経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
）

第
2
分
科
会
長　

吉
田
　
企
貴

第
３
分
科
会
（
厚
生
環
境
教
育
常
任
委
員
会
所
管
）

第
３
分
科
会
長　

成
田
　
康
弘

常任委員会審査概要

●�

議
第
58
号　
令
和
7
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）（
所
管
部
分
）

　

多
治
見
運
動
公
園
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
収
入
に
関
し
、

事
業
者
の
選
定
方
法
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
審
査
委
員
会

で
、
命
名
権
料
の
金
額
、
愛
称
案
、
地
域
貢
献
や
経
営
の
安
定

性
な
ど
を
審
査
の
上
選
定
し
て
い
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
関
し
、

補
助
金
の
交
付
要
件
や
返
還
義
務
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
補

助
金
に
は
2
種
類
あ
り
、福
祉
施
設
な
ど
に
対
す
る
補
助
金
は
、

収
容
人
員
に
応
じ
た
金
額
を
定
額
で
交
付
す
る
も
の
で
、
返
還

の
必
要
は
な
い
。
バ
ス
の
ガ
ソ
リ
ン
代
に
係
る
補
助
金
は
、
使

用
実
績
に
応
じ
た
金
額
を
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
債
務
負
担
行
為
の
追
加
に
係
る
私
立
大
学
施
設
整
備
等
事
業

補
助
金
10
億
円
の
金
額
の
妥
当
性
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
大

学
が
提
示
し
た
、
定
員
1
0
0
0
人
規
模
の
大
学
移
転
整
備
に

係
る
経
費
の
2
分
の
1
と
し
た
も
の
で
、
大
学
が
経
営
改
善
に

努
力
し
て
い
る
点
も
勘
案
し
て
決
定
し
た
。」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
お
も
な
議
案

事
件
番
号

件
　
　
名

審
査
結
果

議
第
58
号
令
和
7
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）（
所
管
部
分
）

原
案
可
決

●�

議
第
58
号　
令
和
7
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）（
所
管
部
分
）

　
陶
産
地
地
場
産
業
販
路
拡
張
対
策
費
に
つ
い
て
、
寄
付
金
を

活
用
し
た
窯
業
原
料
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
望
に
つ
い
て
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
光
宣
伝
事
業
費
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ

パ
ン
2
0
2
5
へ
の
出
展
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
今
年
度
出

展
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
次
年
度
以
降
の
出
展
を
検
討
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�
議
第
60
号　
多
治
見
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

調
査
対
象
に
関
す
る
質
疑
が
あ
り
、「
約
5
・
7
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
調
査
対
象
延
長
は
、
直
径
２
メ
ー
ト
ル
以
上
、
か
つ
設

置
開
始
か
ら
30
年
以
上
経
過
し
た
管
路
が
対
象
で
あ
る
が
、
加

え
て
例
え
ば
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
離
な
ど
、
過
去
の
調
査
で
１

か
所
で
も
異
常
が
確
認
さ
れ
て
い
る
路
線
を
対
象
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
今
回
の
調
査
対
象
区
間
は
、
多
治
見
市
民
病

院
か
ら
池
田
下
水
処
理
場
ま
で
の
区
間
で
あ
る
。」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
お
も
な
議
案

事
件
番
号

件
　
　
名

審
査
結
果

議
第
58
号
令
和
７
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）（
所
管
部
分
）

原
案
可
決

議
第
60
号
多
治
見
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

●�

議
第
58
号　
令
和
７
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）（
所
管
部
分
）

　

地
域
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事
業
費
に
つ
い

て
、「
こ
ど
も
っ
ち
パ
ー
ク
に
お
い
て
夏
季
期
間
の
多
治
見
市

民
の
利
用
料
金
を
一
部
助
成
に
す
る
対
象
が
未
就
学
児
と
し
た

こ
と
」
に
対
し
て
質
疑
が
あ
り
、「
昨
年
度
の
８
月
に
も
未
就

学
児
を
対
象
と
し
た
屋
内
遊
び
場
に
8
4
6
名
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
今
年
度
は
、
屋
内
の
遊
び
場
と
し
て
で
き
た
こ
ど

も
っ
ち
パ
ー
ク
を
活
用
し
て
遊
べ
る
よ
う
、
昨
年
同
様
に
未
就

学
児
を
対
象
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
現

段
階
の
案
と
し
て
、
通
常
1
か
月
2
7
5
0
円
を
、
1
0
0
0

円
に
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

議
第
61
号　
令
和
７
年
度
多
治
見
市
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　
電
子
カ
ル
テ
導
入
に
係
る
１
億
円
の
増
額
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、「
社
会
医
療
法
人
厚
生
会
と
１
／
２
負
担
で
あ
る
。
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
工
事
と
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
が
13
年
以
上
経
過

し
て
い
る
た
め
追
加
し
て
更
新
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
お
も
な
議
案

事
件
番
号

件
　
　
名

審
査
結
果

議
第
58
号
令
和
７
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）（
所
管
部
分
）

原
案
可
決

議
第
61
号
令
和
７
年
度
多
治
見
市
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

常
任
委
員
会
審
査
概
要

議
会
の
情
報
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
、

３
つ
の
常
任
委
員
会
で
の
審
査
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
経
済
建
設
常
任
委
員
会
は
、
議
案
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

予
算
常
任
委
員
会
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常任委員会の研究活動
　多治見市議会の３つの常任委員会では、所管事項について研究テーマを設け、課題の抽出、協議、研究を行い、
今後の議会活動に活かしてまいります。
　なお、今年度の各常任委員会のテーマは、次のとおりです。

常任委員会審査概要

総務常任委員会

地域力の向上について
経済建設常任委員会

公共交通について
厚生環境教育常任委員会

高齢者支援について

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　

加
藤
　
智
章

厚
生
環
境
教
育
常
任
委
員
会

委
員
長　

成
田
　
康
弘

●
議
第
57
号　
多
治
見
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

　
退
職
報
償
金
の
加
算
基
礎
額
の
追
加
理
由
と
他
市
と
の
比
較
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、「
政
令
改
正
に
伴
い
、
新
た
に
35
年
以
上
の
区
分
が
設
け

ら
れ
た
が
、本
市
の
従
来
の
支
給
額
よ
り
下
回
る
場
合
が
出
て
く
る
た
め
、

加
算
基
礎
額
を
引
き
続
き
独
自
で
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
こ
う

し
た
加
算
措
置
は
東
濃
5
市
で
は
本
市
し
か
行
っ
て
い
な
い
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
第
65
号　
第
8
次
多
治
見
市
総
合
計
画
基
本
計
画
を
変
更
す
る

に
つ
い
て

　

計
画
の
変
更
意
図
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
大
学
誘
致
は
市
と
し
て

長
年
の
課
題
で
あ
り
、地
域
経
済
や
人
の
交
流
に
も
影
響
が
大
き
い
た
め
、

市
が
一
体
と
な
っ
て
支
援
す
る
姿
勢
を
示
し
た
い
と
考
え
た
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
当
事
業
は
令
和
9
年
に
は
達
成
さ
れ
る
が
、
誘
致
後
の
将
来
も
見
据

え
て
事
業
を
進
め
る
の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、「
誘
致
後
こ
そ
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
動
い
て
い
る
。
後
期
計
画
に
も
発
展
的

に
引
き
継
い
で
い
く
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
お
も
な
議
案

事
件
番
号

件
　
　
名

審
査
結
果

議
第
57
号

多
治
見
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
第
65
号

第
8
次
多
治
見
市
総
合
計
画
基
本
計
画

を
変
更
す
る
に
つ
い
て

●
議
第
64
号　
東
濃
西
部
広
域
ご
み
焼
却
施
設
整
備
等
審
議
会
共
同

設
置
規
約
を
定
め
る
協
議
に
つ
い
て

　
ご
み
焼
却
施
設
の
工
事
着
工
時
期
・
期
間
と
工
事
費
用
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、「
稼
動
は
、
令
和
19
年
を
目
指
し
て
お
り
、
工
事
に
概
ね
4
年

か
か
る
と
見
込
ん
で
い
る
た
め
、
着
工
は
、
現
段
階
で
、
令
和
15
年
度
を

見
込
ん
で
い
る
。
3
市
と
も
1
年
で
も
早
い
稼
働
を
目
指
し
て
進
め
て
い

き
た
い
。
工
事
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
場
所
も
仕
様
も
決
定
し
て
い

な
い
の
で
、
明
確
で
は
な
い
が
、
仮
に
ス
ト
ー
カ
炉
を
作
っ
た
場
合
は
、

約
2
4
0
億
円
と
の
試
算
が
で
て
い
る
が
、
物
価
高
騰
な
ど
考
慮
し
、
現

段
階
で
の
金
額
は
何
と
も
言
え
な
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
第
66
号　
第
8
次
多
治
見
市
総
合
計
画
基
本
計
画
を
変
更
す
る

に
つ
い
て

　
中
学
生
の
給
食
費
無
償
化
に
関
わ
っ
て
、
小
学
生
の
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
中
学
生
の
給
食
費
無
償
化
を
行
う
に
は
、
毎
年

1
億
8
0
0
0
万
円
程
度
必
要
で
、
そ
の
財
源
の
確
保
を
踏
ま
え
、
ま
ず

は
、
中
学
生
で
実
施
す
る
方
針
で
あ
る
。
今
後
の
国
の
動
向
な
ど
を
注
視

し
な
が
ら
、
小
学
生
の
給
食
費
無
償
化
は
検
討
を
進
め
た
い
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
お
も
な
議
案

事
件
番
号

件
　
　
名

審
査
結
果

議
第
64
号

東
濃
西
部
広
域
ご
み
焼
却
施
設
整
備
等

審
議
会
共
同
設
置
規
約
を
定
め
る
協
議

に
つ
い
て

原
案
可
決

議
第
66
号

第
8
次
多
治
見
市
総
合
計
画
基
本
計
画

を
変
更
す
る
に
つ
い
て

常
任
委
員
会
審
査
概
要

14たじみ議会だより　―市民の声を形に―


